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心理学研究室報
平成26年度　　専修大学人間科学部心理学科
　　　　　　　大学院文学研究科心理学専攻
Ⅰ．専修大学心理学研究室
人間科学部心理学科報告（吉田弘道学科長）
4 月に 1 年生が72人入学してきました。今年から 1 年生対
象の全学共通科目として「入門ゼミナール」が開講され， 3
クラスに分かれての大学導入授業が始まって交流を深めてい
ましたが，それに続いて恒例となっているフレッシュマンキ
ャンプが， 4 月19日，20日の 1 泊 2 日の日程で，伊勢原セミ
ナーハウスにて開催され，実行委員会のメンバーの 2 ～ 4 年
生の主導の下に，新入生同士，あるいは教員との交流をさら
に深める機会となりました。大学院では，修士課程 1 年生が
19人入学し，修士 2 年生以上と博士後期課程合わせて大学院
生39人という数になりました。最近にない人数ですので，充
実した研究が期待されます。
学科の全教員と乾名誉教授，そして長谷川東大副学長で組
織されている専修大学社会知性開発研究センター・心理科学
研究センターは， 9 月に第 1 回国際シンポジウム「Big Data 
in Psychological Science and Related Disciplines―心理学と
関連諸領域におけるビッグデータ―」，11月に第 2 回国際シ
ンポジウム「Face and communication: Cognitive basis and 
its evolution―顔とコミュニケーション：認知の基盤とその
進化を探る―」を開催し，研究成果を発表しました。
　教員については，大久保街亜准教授，澤　幸祐准教授の
お二人が 4 月から教授職に昇格されました。また，岡村陽子
准教授は長期在外研究員として 4 月から 1 年間の予定でイギ
リスに留学されました。そして， 9 月からは山上精次教授が
人間科学部の学部長に就任されました。これまでの教育，研
究活動に加えて学務関係のお仕事が増え，お忙しくなられま
した。専任教員14人，実習助手 2 人という教員組織で，力を
合わせて学科を発展させるべく，教育と研究を行っておりま
す。
文学研究科心理学専攻報告（村松励文学研究科委員心理学専
攻主幹）
専修大学大学院文学研究科心理学専攻は，修士課程と博士
後期課程からなり，心理学研究領域における研究者，臨床心
理士など心理臨床における実践家の養成を行っています。
平成26年度の本専攻における大学院生の人員構成は以下の
とおりです。修士課程 1 年次は19名（内，基礎系 3 名，臨床
系16名）ですが，臨床系 2 名は休学中です。 2 年次以上は11
名（基礎系 2 名，臨床系 9 名）です。博士後期課程は， 2 年
次に 2 名， 3 年次以上は 7 名です。総勢39名となっておりま
す。
大学院生相互の活発な研鑽が日々積まれております。心理
学専攻では今後もますます研究や教育の指導体制の充実に向
けて努力をしていきたいと思います。
Ⅱ．心理学教員研究室報告
14人の専任教員で構成されています。今年度は岡村陽子准
教授が在外研究員でした。以下は，各教員研究室年度報告で
す。
藤岡研究室（心理査定学）
藤岡研究室では，従来「心理学研究法Ⅰ・Ⅱ」において，
ロールシャッハ・テストの施行法から解釈法までを学んでき
ましたが（「心理学実験演習」の時代から数えると20数年に
なる），本年度からは，ロールシャッハ・テストについての
学習は行わないことにしました。理由は，履修を希望する学
生が少なくなったことによります。それに代わって，「心理
査定学」全般にわたって学ぶことにし，演習についての進め
方も大きく変更しました。
平成26年度は，大学院修士課程院生が 3 名，学部学生 5 名
という構成の小所帯でしたが，それぞれ修士論文，卒業論
文，プレ卒論に，熱心に取り組んだ 1 年間でした。ただ，大
学院への進学希望者が， 1 名もいなかったことは，寂しい想
いがしました。
今年のゼミの夏合宿は， 9 月11日（木）～13日（土）（ 2
泊 3 日），箱根の「仙石原温泉ホテル箱根パウエル」にて行
いました。参加者は，学部学生 5 名，大学院修了生 3 名，計
8 名でした。授業中は，心理査定に関する内容が主となるの
で，臨床の幅を広げる意味で，「発達障害を見過ごされる子
供，認めない親」（星野仁彦　幻冬舎新書）を読みました。
諸活動
藤岡新治（2014）：座長　酒井玲子・古井由美子　「心理療
法が有効であった血糖コントロールの悪い糖尿病患者の一事
例－ 2 回のロールシャッハ・テストの比較から－」　日本ロ
ールシャッハ学会第18回大会，佛教大学
日本ロールシャッハ学会　監事
石金研究室（生理心理学・脳科学）
私たちの研究室では心理学で取り扱うさまざまなトピック
について，脳活動からその処理過程を明らかにする研究を行
っています。今年度の人員構成は，教員 1 名，大学院博士後
期課程 1 名，学部生10名でした。本研究室では情報処理中の
人間の脳活動を脳波や NIRS（近赤外線光を用いた脳計測）
により測定する研究と，動物を使用して視覚の神経基盤を調
べる研究を行っています。脳活動を測定する研究では，人間
が何かに注意を向けた時に活動する脳の領域とその特性を調
べています。また，視覚の神経基盤を調べる研究では，比較
的単純な視覚誘発性行動と神経活動との関連から，視知覚成
立の基礎となる神経基盤を解明することを目指しています。
今年の卒業論文研究では，顔認知・顔記憶についてその情報
処理過程を脳波（事象関連電位）により解析する研究や，摂
食障害傾向と知覚特性との関連について心理物理学的手法や
両眼視野闘争を用いてアプローチする研究が行われ，大変興
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味深い結果が得られました。また，動物を使った実験では，
水平方向の視運動反応を指標として運動残効を検討する研究
や，視覚誘発性逃避行動に関連する初期視覚系のニューロン
の活動を詳細に調べた研究も行われました。博士課程の長畑
さんは， 5 月に米国フロリダ州で開催された VSS2014（Vi-
sion Sciences Society the 14th Annual Meeting）において，
摂食障害傾向と注意機能との関連について NIRS により脳活
動を測定することで調べた研究（NHK 放送技術研究所との
共同研究）を発表しました。また，卒業論文の研究の一部を
教員が Washington DC で開催された SfN2014（The 44th an-
nual meeting of Society for Neuroscience）で発表しました。
ゼミ合宿は三浦半島の油壺で開催され，終日発表と盛んな
討論が行われました。合宿中には砂浜でバーベキューをした
り，花火を楽しんだりしました。
諸活動
Ishikane, H. （2014）.  Neural representation of visual infor-
mation for escape behavior.  The 91st Annual Meeting of 
The Physiological Society of Japan, Kagoshima, Japan.
Nagahata, M., Harasawa, M., & Ishikane, H. （2014）.  Rela-
tionship between cerebral blood flow and body dissatisfac-
tion in visual search task involving body-related informa-
tion. 　Vision Sciences Society 14th Annual Meeting, St. 
Pete Beach, Florida, USA.
石金浩史・松崎みどり （2014）． 網膜神経節細胞における
拡大運動の情報表現 .　2014年度視覚科学フォーラム , 前橋
工科大学 , 前橋 .
Ishikane, H., Inomata, T., Saito, Y., & Matsuzaki, M. 
（2014）.  Neural representation for looming stimuli in the 
retina.  The 37th Annual Meeting of the Japan Neurosci-
ence Society, Yokohama, Japan.
Ishikane, H., & Matsuzaki, M. （2014）.  Expansion-selec-
tive ganglion cells in frog retina.  The 44th Annual Meeting 
of the Society for Neuroscience, Washington, D.C., USA.
石金浩史・松崎みどり（2014）．初期視覚系における拡大
感受性ニューロン．日本基礎心理学会第33回大会，首都大学
東京，東京．
日本心理学会　代議員
日本基礎心理学会　理事，若手研究者特別委員会担当
視覚科学フォーラム運営委員
国里研究室（臨床心理学）
私たちの研究室では，認知神経科学のパラダイムを用いた
実験や計算論的なアプローチを用いて，不安や抑うつの発
症・維持メカニズムの解明や認知行動療法の作用メカニズム
に関する研究を行っています。平成26年度の人員構成は，教
員 1 名，大学院生（修士課程） 4 名（ 1 年生 3 名， 2 年生 1
名），学部生 9 名（ 3 年生 6 名， 4 年生 3 名）でした。
大学院生は，臨床心理学に関する専門的知識を学ぶと同時
に修士論文の研究を行い，全員が国内学会（日本心理学会と
日本認知・行動療法学会）において研究発表を行いました。
また，認知行動療法の勉強会にも積極的に参加しました。さ
らに，本年度は，研究室の取り組みとして，診断精度研究の
系統的展望の方法について展望を行い，本論集にて「診断精
度研究の系統的レビュー」と題する展望論文を投稿しまし
た。学部 4 年生は，それぞれが計画的にデータ収集を行い，
卒業論文を仕上げることができました。学部 3 年生は輪読を
通して専門的な知識を身につけるとともに，PsychoPy を用
いた実験課題の作成法や R を用いたデータプログラミング
も身につけて，卒業研究の準備をしています。
今年度のゼミ合宿は，鎌倉で実施し，修士・学部ともに全
員が参加しました。普段とは
違う場所で発表を行い，少し緊張しながらも，着実に卒業
論文や修士論文に向けた準備ができていたように思います。
本研究室は，今年で 2 年目となり，ようやく実験を行う準備
が整ってきました。今後は，臨床に還元することを目指し
た，計算論的臨床心理学研究に研究室全体で取り組んでいき
たいと思っています。
諸活動
Machino, A., Kunisato, Y., Matsumoto, T., Yoshimura, S., 
Ueda, K., Yamawaki, Y., Okada, G., Okamoto, Y., & Yam-
awaki, S （2014）. Possible involvement of rumination in gray 
matter abnormalities in persistent symptoms of major de-
pression: an exploratory magnetic resonance imaging vox-
el-based morphometry study, Journal of Affective Disorders, 
168, 229-235.
Yoshino, A., Okamoto, Y., Kunisato, Y., Yoshimura, Y., Jin-
nin, R., Hayashi, Y., Kobayakawa, M., Doi, M., Oshita, K., Na-
kamura, R., Tanaka, K., Yamashita, H., Kawamoto, M., & 
Yamawaki, S. （2014）. Distinctive spontaneous regional neu-
ral activity in patients with somatoform pain disorder: A 
resting-state fMRI preliminary study, Psychiatry Research: 
Neuroimaging, 221（3）, 246-248.
Toki, S., Okamoto, Y., Onoda, K., Matsumoto, T., Yoshimu-
ra, S., Kunisato, Y., Okada, G., Shishida, K., Kobayakawa, M., 
Fukumoto, T., Machino, A., Inagaki, M., Yamawaki, S. 
（2014）. Hippocampal activation during associative encoding 
of word pairs and its relation to symptomatic improvement 
in depression: A functional and volumetric MRI study. Jour-
nal of Affective Disorder, 152, 462-467.
岡田剛・岡本泰昌・志々田一宏・上田一貴・小野田慶一・
国里愛彦・田中沙織・銅谷賢治・山脇成人 （2014）. うつ病の
脳内メカニズム :Functional MRI を用いた検討　精神神経学
雑誌 , 116（10）, 825-831.
国里愛彦・岡本泰昌・吉村晋平・松永美希・岡田剛・吉野
敦雄・小野田慶一・上田一貴・鈴木伸一・山脇成人（2014）
うつ病の認知行動療法の脳内作用メカニズムと今後の展開．　
Depression Frontier, 12（ 2 ）, 41-45.
巣山晴菜 ・兼子唯・伊藤理紗・横山仁史・伊藤大輔・国
里 愛彦・貝谷久宣・鈴木伸一（2014）. 重症社交不安障害患
者における拒絶に対する過敏性と うつ症状が社交不安症状
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に与える影響性の検討．不安障害研究 , 6 （ 1 ）, 7 -16.
国里愛彦・岡本泰昌・吉村晋平・松永美希・岡田剛・吉野
敦 雄 ・小 野 田 慶 一 ・上 田 一 貴 ・鈴 木 伸 一 ・山 脇 成 人
（2014）．うつ病における認知行動療法の神経作用メカニズ
ム．ストレス科学 , 29（ 1 ）, 45-54.
Kunisato, Y., Okamoto Y., Yoshimura S., Ueda K., Matsun-
aga M., Okada G., Nishiyama Y., Katsuragawa T., Suzuki S., 
Yamawaki S. （2014）. The Volume of Right Superior Tem-
poral Gyrus Mediated the Affect of Rumination to Treat-
ment Response to CBT in Patients with Depression. The 
European Association for Behavioural and Cognitive Thera-
pies, Hague, Netherlands.
国里愛彦（2014）．シンポジウム「うつ病の認知行動科学
研究の最前線とそれに基づく新たな臨床アプローチ」の企
画・座長．第21回日本行動医学会学術総会，早稲田大学
時田椋子・国里愛彦・松永美希（2014）．抑うつと強化感
受性・他者依存性との関連．日本認知・行動療法学会第40回
大会，富山国際会議場．
坂本次郎・国里愛彦・田中信利（2014）．解釈バイアスと
否定的・肯定的な将来予期の関連．日本認知・行動療法学会
第40回大会，富山国際会議場．
兼子　唯・巣山晴菜・国里愛彦・伊藤理紗・鈴木伸一
（2014）．日常生活内における安全確保行動がネガティブ感情
に与える影響の検討．日本認知・行動療法学会第40回大会，
富山国際会議場．
杣取恵太・国里愛彦・村松　励（2014）．自己愛パーソナ
リティの誇大特性と過敏特性が非行に与える影響－共感性と
の関連－．日本認知・行動療法学会第40回大会，富山国際会
議場．
国里愛彦（2014）．介入研究の質のアセスメント：
GRADE システム　シンポジウム「失敗しない研究計画入
門：研究の質を評価するための国際基準の理解」の話題提
供．日本認知・行動療法学会第40回大会，富山国際会議場．
鈴木彩夏・国里愛彦・下斗米　淳（2014）． Dispositional 
Envy Scale および Episodic Envy Scale の日本語版作成と信
頼性・妥当性の検討．日本心理学会第78回大会，同志社大
学．
日本行動療法学会　編集委員
村松研究室（非行・犯罪心理学）
研究室では主に，非行・犯罪心理学，非行臨床を研究して
おります。平成26年度は大学院生（博士後期課程 1 名，修士
課程 4 名，学部学生10名）が所属しており，少年犯罪のみな
らず，青年期や家族の問題と幅広く研究しております。非行
臨床に関する研究成果は，矯正研修所（法務省），児童相談
所（千葉市・横浜市），国立武蔵野学院（厚生労働省），少年
サポートセンター（千葉県警），少年相談担当者技術研修会
（神奈川県警）などにおいて研修，スーパービジョンという
形式で発表しております。少しでも人の役に立つ心理学の構
築を目標に，心理臨床の実務家に対してより高度な非行臨床
の技術を提供することを目指しております。また，非行臨床
の分野における優れた臨床家の育成も研究室の重要な役割の
一つであり，家庭裁判所調査官，法務技官，法務教官，保護
観察官などを目指す学生が学んでおります。
諸活動
村松励（2014）．女子非行と家族―二重危機構造モデルの
視点から― 青少年問題，6, 2 -9.
村松励（2014）．立ち直りの手立てとなりにくい家族の問
題．児童心理，65，96-100.
村松励（2014）．犯罪心理学研究と刑事政策．罪と罰，
51，55-58.
根岸美帆・村松励（2014）．家族機能と青年期の社会的ス
キルに関する一考察 . 日本心理臨床学会第33回秋季大会，パ
シフィコ横浜 .
日本犯罪心理学会第52回大会（2014）　特別講演（熊野宏
昭）「新世代の認知行動療法を使いこなすために」　指定討
論．
日本心理臨床学会第33回秋季大会（2014）　「刑事司法にお
いて心理臨床家はどのような寄与ができるのか」　指定討論．
日本犯罪心理学会会長
日本犯罪学会評議員
中沢研究室（知覚心理学）
この研究室では，外界からの感覚・知覚的情報を心がどの
ように処理しているかについて，またその結果として生じる
知覚像がどのような性質をもっているのかについてを調べる
研究を行っています。これまでの学生さんによる研究は，
「感じられる時間の歪み」「文字の読みやすさの要因」「フォ
ントによる語の印象への影響」「言語の情動価と記憶」「偶発
学習と記憶」「motion induced blindness（運動する刺激によ
って周辺視野の静止刺激が知覚されなくなる現象）」「視覚情
報による嗅覚情報への干渉」「音楽の印象をつくる要因」な
どのテーマでなされてきました。
26年 3 月に 2 名の卒業生を輩出し，今年度は 4 年生 5 名，
3 年生 4 名，修士 1 年 1 名という構成でした。平成26年度の
学生メンバーの研究のテーマは，時間知覚に及ぼす視覚情報
と予測の影響，視覚刺激が注意へ及ぼす動的特性，聴覚刺激
の質によって異なる課題に及ぼされる影響，文字刺激の瞬間
的知覚特性，地図的情報処理の特性，顔刺激における情報の
視覚認知特性など多岐にわたっています。夏のゼミ合宿は，
伊東の旅館で，それぞれの研究のテーマを持ち寄って侃々
諤々の熱い討論を深夜に及ぶまで行いました。さらには，だ
まし合いのゲームによって，言語論理だけではなく感覚知覚
を研ぎ澄まして人間に関する情報取得を図るといったゲーム
にも興じたりしました。
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諸活動
日本心理学会　代議員
岡田研究室（心理統計学）
私たちの研究室では，心理統計学の研究を行っています。
心理学の各領域の研究では，さまざまなデータを扱います。
たしかな知見を得るためには，データに基づいて議論をする
ことが不可欠だからです。そのデータをどのように「料理」
して，価値や意味のある「おいしい」情報をとり出すことを
できるのか，という問題を扱うのが心理統計学です。
今年度は，本研究室の学部生が 2 つの外部のデータ解析コ
ンペティションに参加しました。特に，下記の諸活動の報告
でも記したように，NTT データ数理システムの2014年 
S-PLUS & Visual R Platform 学生研究奨励賞において，本
研究室の学部生 3 名のチームが「MLB データからみた打撃
の因子構造の解明」の研究で佳作に入賞しました。また，日
本統計学会のスポーツデータ解析コンペティションでは，同
じチームがさまざまな大学から集まった100名程度の学生・
教員の前で，成果報告会においてプレゼンテーションを行い
ました。
また，本年度も夏季休暇中には東京工業大学の心理統計学
研究室と合同で合宿を行いました。本研究室の学生たちも，
東工大の心理統計学を専門にしている大学院生との研究の話
や交流を楽しんでいたようです。統計学をよって立つ柱と
し，心理学をフィールドとして，これからもさらに実践的な
研究に取り組んでいきたいと思います。
諸活動
岡田謙介（2014）．ベイズ統計による情報仮説の評価は分
散分析にとって代わるのか？ 基礎心理学研究 , 32, 223-231.
Nishiyama, T., Suzuki, M., Adachi, K., Sumi, S., Okada, K., 
Kishino, H., Sakai, S., Kamio, Y., Kojima, M., Suzuki, S., Gru-
ber, C.P., Constantino, J.N., & Kanne, S.M. （2014）. Compre-
hensive comparison of self-administered questionnaires for 
measuring quantitative autistic traits in adults. Journal of 
Autism and Developmental Disorders, 44, 993-1007.
Okada, K. & Mayekawa, S. （2014）. Maximum likelihood 
estimation in a hybrid logistic model. The 7 th International 
Conference of the ERCIM WG on Computational and Meth-
odological Statistics. University of Pisa, Italy.
Okada, K. （2014）. Bayesian evaluation of informative hy-
potheses in meta analysis. International Symposium on Big 
Data in Psychological Science and Related Disciplines. Sens-
hu University, Tokyo.
Okada, K. & Mayekawa, S. （2014）. Noncompensatory 
multiple logistic regression model and its application. The 
21th International Conference on Computational Statistics. 
Geneva, Switzerland.
Okada, K. & Mayekawa, S. （2014）. The hybrid item re-
sponse model. The 79th Annual Meeting of the Psychomet-
ric Society. University of Wisconsin-Madison, USA.
Okada, K. （2013）. Objective and conventional priors in 
Bayesian evaluation of informative hypotheses. O–Bayes 
2013. Duke University, NC, USA.
北條大樹・八田大輝・小川泰史・岡田謙介（2014）．野球
のチームにおける投打の因子構造と因子得点を使ったクラス
タリングの日米比較．第 4 回スポーツデータ解析コンペティ
ション成果報告会，立教大学．
岡田謙介・前川眞一（2014）．非補償型およびハイブリッ
ド型のロジスティック回帰モデル．日本計算機統計学会第28
回シンポジウム，沖縄科学技術大学院大学．
岡田謙介（2014）．日本の心理学教育における教員数，カ
リキュラム，授業数，授業形態について．日本心理学会第78
回大会 調査小委員会企画シンポジウム，同志社大学．
岡田謙介・前川眞一（2014）．補償型・非補償型を包含す
る多次元項目反応理論モデル . 日本テスト学会第12回大会，
帝京大学．
岡田謙介（2014）．仮説検定における再現性の問題と新た
な方法論．日本社会心理学会 春の方法論セミナー，上智大
学．
岡田謙介（2014）．Stan による新しいマルコフ連鎖モンテ
カルロ法．日本行動計量学会第16回春の合宿セミナー，帝京
大学．
北條大樹・八田大輝・小川泰史（2014）．MLB データか
らみた打撃の因子構造の解明．NTT データ数理システム 
2014年 S-PLUS & Visual R Platform 学生研究奨励賞 佳作．
岡田謙介（2014）．日本行動計量学会 林知己夫賞（優秀
賞）
日本心理学会 教育研究委員会委員
日本教育心理学会 編集委員
日本行動計量学会 運営委員
日本行動計量学会 将来構想委員
日本応用統計学会 編集委員
日本テスト学会 第12回大会実行委員
法務省府中刑務所 効果検証班 アドバイザー
大久保研究室（認知心理学）
私たちの研究室では，心の情報処理を研究しています。平
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成26年度の人員構成は，教員 1 名，客員研究員 1 名，大学院
生 4 名（博士課程 3 名，修士課程 1 名），学部学生12名でし
た。今年度も大学院生は積極的に研究に励み，学会で成果を
発表し，論文を公刊するなど意欲的に取り組みました。石川
健太くん，小林晃洋くんそれぞれが筆頭著者である論文を心
理学研究の同じ号に掲載したことはとても喜ばしい偶然でし
た。学部学生は自分自身の卒業論文の完成に向けて研究に勤
しみました。卒業論文の進行は遅れ気味で， 4 年生はなかな
か難儀したようでした。それでも，努力を惜しまず必死でが
んばっていたようです。満足な結果になった人もそうでない
人もいたようですが，すべて良い経験なるでしょう。
さらに今年度はノルウェーのオスロ大学から Bruno 
Laeng 教授を客員研究員として迎えることができました。
わずか 2 ヶ月間の滞在でしたが，世界的な研究者と日常的に
ふれあうことができました。大学院生にとっては英語力が向
上するなどとても良い機会となったと思います。研究室全体
としても，瞳孔計測をひとつの研究の柱とする方針が出るな
どたいへんポジティブな刺激を受けました。
充実していたのは研究・学業だけではありません。今年の
ゼミ合宿では昨年に引き続き白子温泉を訪れ，しっかり温泉
につかりました。海では水鉄砲，スイカ割り，砂遊び，夜に
はバーベキューを認知研究室一同で（もちろんたくさんの
OB とともに）楽しみました。とても有意義な合宿でした。
諸活動
大久保　街亜（2014）．閉じられた ANOVA とその先：心
理統計の現状と将来を考える．基礎心理学研究，32, 215-
216.
小林　晃洋・大久保　街亜（2014）．日本語版オペレーシ
ョンスパンテストによるワーキングメモリの測定．心理学研
究，85, 60-68.
石川　健太・山口　美和子・澤　幸祐・高田　夏子・大久
保　街亜（2014）．対人依存傾向が視線方向判断に与える効
果．心理学研究，85, 87-92.
大久保　街亜（2014）．再現可能性問題に対する諸関係領
域の動向．日本社会心理学会春の方法論セミナー「あなたの
実験結果，再現できますか？：False-positive psychology の
最前線」，上智大学．
Okubo, M., Kobayashi, A., & Ishikawa, K. （2013）. Smile 
intensity and hemifacial asymmetry for perceived trustwor-
thiness. The 54th annual meeting of Psychonomic Society, 
Sheraton Center Toronto, Toronto, Ontario, Canada.
Kobayashi, A. & Okubo, M. （2013）. Choking under Pres-
sure: Regulatory Focus and Working Memory Capacity. 
The 54th annual meeting of Psychonomic Society, Sheraton 
Center Toronto, Toronto, Ontario, Canada.
Ishikawa, K. & Okubo, M. （2013）. The overestimation of 
stimulus durations in social anxiety. Object Perception, At-
tention and Memory, Sheraton Center Toronto, Toronto, 
Ontario, Canada.
鈴木　玄・大久保　街亜（2013）．非注意による見落とし
に及ぼす意味情報の類似性の影響　日本基礎心理学会第32回
大会，金沢大学．
大久保　街亜（2014）．フランダース利き手テスト日本語
化の試み．日本心理学会第78回大会，同志社大学．
石川　健太・大久保　街亜（2014）．社交不安が感情価と
明るさの比喩的関連づけに与える効果，日本心理学会第78回
大会，同志社大学．
小林　晃洋・大久保　街亜（2014）．特性不安の個人差と
社会的プレッシャーの効果．日本心理学会第78回大会，同志
社大学．
鈴木　玄・大久保　街亜（2014）．時間的知覚負荷が意味
プライミングを変化させる：注意の瞬きを用い検討．日本心
理学会第78回大会，同志社大学．
石川　健太・大久保街亜（2014）．日本心理学会学術大会
優秀発表賞．
長田研究室（障害児心理学・児童思春期メンタルヘルス）
教員 1 名，大学院生 4 名，学部生11名で構成されていま
す．ゼミ生は，それぞれ独自のテーマで研究を進め，臨床実
習を行うほか，学会への参加（ポスター発表，ワークショッ
プ参加など）を活発に行っています。
本研究室のチーフの研究課題は，自閉スペクトラム症の早
期介入，尺度，および療育法の開発のほか，児童期思春期の
問題行動（反社会的行動の要因となるとされる CU 特性
（Callous-Unemotional Traits），ネット依存など）の評価お
よび予防法の開発です。研究のほか，自閉スペクトラム症を
はじめとする神経発達症の児童・思春期の療育の実践と親の
コンサルテーション，教育現場の教師への神経発達症への対
応に関するコンサルテーションを定期的に行っています。
本年度は，夏休みに 2 泊 3 日で芦ノ湖畔へ合宿に行って参
りました。宿は箱根駅伝の常連校（残念がら本学ではないで
すが）の常宿でした。初日は 3 年生， 2 日目は 4 年生のプレ
ゼンテーションで， 3 年生は卒論テーマの決定， 4 年生もそ
れぞれの卒論の進捗状況が確認できたと思います。今年は，
OB として院生の男子学生 2 名が合流してくれて，合宿を大
いに盛り上げてくれました！チーフ（僕）の体調管理不足
で，体調不良のなかでの合宿となりましたが，ゼミ生は活発
に発表，議論をしていたと思います。
諸活動
長田洋和（印刷中）．ロヴァス法（Lovaas Method），応用
行動分析療法（Therapy with Applied Behavioral Analysis; 
ABA），アンガーマネージメント（Anger Management）．
原仁，上野一彦，長田洋和，笹森洋樹，高橋あつ子編．家庭
で学校で使える発達障害辞典．東京：合同出版
Osada, H. （2014）. A qualitative analysis of narratives of 
Japanese mothers parenting children with developmental 
disabilities. Let’s Talk About Children Annual Meeting 
2014, Högsand, Finland.
Osada, H. （2014）. Literacy about Autism Spectrum Disor-
der among Japanese general population. Let’s Talk About 
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Children Annual Meeting 2014, Högsand, Finland.
平成23～27年度私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「融
合的心理科学の創成：心の連続性を探る」専修大学社会知性
開発研究センター／心理科学研究センター代表
平成23～25年度科学研究費助成事業（学術研究助成金（挑
戦的萌芽研究）「一般人口および発達障害児における日本版
CU 特性スクリーニング尺度の開発」）研究代表者
平成26～28年度科学研究費助成事業（学術研究助成金（基
盤研究（C））「小中学生におけるネット依存，発達障害，お
よび CU 特性の関連に関する研究 」）研究代表者
江戸川区教育委員会 特別支援教育専門家チーム（心理臨
床）
日本乳幼児医学・心理学会 評議員，編集委員
日本発達障害学会 評議員
日本心理学会，日本児童青年精神医学会，日本社会医学
会，日本心理臨床学会，日本精神衛生学会，各会員
澤研究室（学習心理学）
私たちの研究室では，主にヒトや動物が経験によって行動
を変えていく学習という現象について研究しています，平成
26年度は，教員 1 名，研究員 2 名，大学院生 6 名（博士課程
3 名，修士課程 3 名），学部生 9 名という構成でした。昨年
度までの研究を踏まえて，今年度もラットを用いた学習理論
研究，恐怖反応の再発と抑うつの関連や抑うつ動物モデルの
妥当性といった臨床的応用にかかわる研究，因果推論や
self-agency といった問題の研究を行うとともに，ウマを用
いた比較認知科学的研究，東京慈恵会医科大学と共同で行動
薬理学的研究などを進めています。
諸活動
Sawa, K., & Kurihara, A. （2014）. The effect of temporal 
information among events on Bayesian causal inference in 
rats. Frontiers in psychology, 5, 1142.
Pan, X., Fan, H., Sawa, K., Tsuda, I., Tsukada, M., & 
Sakagami, M. （2014）. Reward Inference by Primate Pre-
frontal and Striatal Neurons. The Journal of Neurosci-
ence, 34, 1380-1396.
Iguchi, Y., Fukumoto, K., Sawa, K., & Ishii, K. （2014）. Ef-
fects of extended context discrimination training and con-
text extinction on transfer of context dependency of condi-
tioned flavor aversion. Behavioural processes, 103, 218-227.
Sekiguchi, K., Ushitani, T., & Sawa, K. （2014）. A limited 
use of multiple sets of spatial information by humans 
（Homo sapiens） in a computer screen-based goal-searching 
task. The 21th International Conference on Comparative 
Cognition, Melbourne, Florida, USA, 29th March.
Takahashi, Y., Sawa, K., & Okada, T. （2014） The Perfor-
mance of novel location recognition task in rats is higher 
during nighttime than daytime. FENS forum 2014, Milano 
Congressi, Italy.
Miyashita, H., Kurihara, A., & Kosuke, S. （2014）. Effects 
of trial numbers of forced swim procedure on conditioned 
fear renewal in rats. 2014 Psychonomic Society Annual 
Meeting. Hyatt Regency Long Beach Hotel in Los Angeles, 
California, USA.
蔵屋鉄平・小森政嗣・澤幸祐（2013）うつ病モデルマウス
が示す活動性の周期的変化．日本基礎心理学会第32回大会，
金沢大学 .
蔵屋鉄平・澤幸祐（2014）うつ病モデルマウスの長期的な
活動性変化の検討．日本心理学会第78回大会，同志社大学 .
栗原彬・澤幸祐（2014）条件性風味選好における渇水動因
の役割．日本心理学会第78回大会 , 同志社大学 .
高田研究室（深層心理学）
院生 4 名、学部生11名（うち、 1 名留学）のゼミとなりま
した。
昨年と引き続き、ゼミ生を中心に院生 6 名が、大妻女子大
学大学院、お茶の水大学大学院との合同の試行カウンセリン
グに参加いたしました。他大学院の院生と試行カウンセリン
グを行い、そのスーパーヴィジョンを受けるという実習で
す。院生にとっては、他大学院の相談室を見ることで、自分
の大学院を客観的に見る機会にもなっているようでした。試
行カウンセリング体験を下にした、スーパーヴィジョンに関
する研究も引き続き行われる予定です。
学部ゼミでは、例年 1 泊 2 日の夏合宿を行っていました
が、今年は 2 泊 3 日にしてみました。まだ増えた時間を十分
に使える感じではありませんでしたが、今後どうするかはま
た検討したいと思います。
諸活動
高田夏子（2014）．森茉莉とその少女性について．専修大
学人間科学論集心理学篇，4, 27-38.
中橋飛鳥（2014）．グループ箱庭制作に関する研究―グル
ープアプローチとしての利用可能性―日本箱庭療法学会第28
回大会発表論文集　pp92-93　於　東洋英和女学院大学．
石井里穂・高田夏子（2014）．星と波テストに投影される
ものは何か―描画特徴と気分・人格特性に関する基礎的検討
―日本箱庭療法学会第28回大会発表論文集　pp124-125　於　
東洋英和女学院大学．
日本箱庭療法学会第28回大会（2014）　研究発表 B ‐ 08　
司会　於東洋英和女学院大学
中野区教育センター　平成26年度研修「教育相談の枠組み
で使う箱庭・描画」講師
下斗米研究室（社会心理学）
下斗米研では，人の社会的環境への適応過程を研究してい
ます。平成26年度の室員構成は，教員 1 名，大学院生 1 名
（博士課程），学部生12名（ 4 年 6 名， 3 年 6 名）でした。今
年度も，（ 1 ）理性的で快適な人間関係や集団の形成条件を
見いだすこと，（ 2 ）対人関係や集団成員の苦悩防止と自己
発達・成長方策の探索，（ 3 ）差別や排斥，葛藤や紛争な
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く，集団や個人らしさを大切にした協調的社会を構築するた
めの必要条件を見いだすこと，という 3 つの研究室伝統テー
マのもと，調査や実験による研究活動が積極的に推し進めら
れました。今年度の 3 年生は，自身の問題意識を明確に志向
してオリジナリティ溢れるアプローチをもって目下取り組ん
でいるところです。 4 年生は，上記のテーマに沿いながら
も，既存パラダイムを精緻化させて図ろうとしていたことが
特筆できます。大学院生も自身の理論的枠組みを確立させつ
つあり，さらなる知見が蓄積されているところです。私もこ
れまでに扱うことの無かった心理事象に挑み，奮闘中です。
例年の先輩達のように， 4 年生にはもっと 3 年生を巻き込ん
でもらいたかったと思っていますが，研究室全体の活動性は
変わらず高かったと言えます。研究成果の一端は，Social 
Psychology Bulletin of Shimotomai Laboratory, Vol. 4, 
March, 2014において公刊されています。新歓コンパ，夏合
宿やピザ・パーティ，追いコン，そしてエンドレスの合評会
など今年も盛りだくさんでした。
諸活動
小澤拓大・下斗米淳（2014）．過剰適応傾向者の役割行動
期待負担の検討．日本心理学会第78回大会発表論文集，
3 AM- 1 -025.
鈴木彩夏・国里愛彦・下斗米淳（2014）. Dispositional 
Envy Scale および Episodic Envy Scale の日本語版作成と信
頼性・妥当性の検討 . 日本心理学会第78回大会発表論文集 , 
2 AM- 2 -011.
中嶋夕湖・下斗米淳・岡本祐子（2014）．社会的文脈にお
ける自尊感情の変動因に関する研究：特性・状態自尊感情の
連関メカニズムの理解．日本発達心理学会第25回大会発表論
文集 , P 6 -040.
下斗米淳（2014）．Coparenting の勢力基盤が子どもの愛
着に及ぼす効果に関する発達的差異．日本教育心理学会第56
回総会，PC075.
下斗米淳（2014）．対人関係の親密化と悩ましさの発生メ
カニズム．中里至正・松井洋・中村真（編）．新・社会心理
学の基礎と展開．八千代出版， 6 章 , 91-106.
下斗米淳（2014）．「似ている」「違っている」から始まる
対人関係．日経トップリーダー．P60-61.
小澤拓大・下斗米淳（2014）．対人場面における自己抑制
と不適応との関連について：研究の概観と今後の展望．専修
人間科学論集心理学篇，4, 21-26.
労働安全衛生総合研究所研究倫理委員
日本学術振興会専門委員
最高裁判所委員
山上研究室（発達心理学・比較・発達認知）
平成26年 3 月15日に，総ページ数115ページの専修大学山
上研究室年報 Annals of Yamagami Laboratory Vol.4 を刊行
しました。第 4 巻は， 4 年生の卒業論文 7 本を掲載しまし
た。今号では，研究法論文は残念ながら 1 本も掲載すること
ができませんでした。また，実習助手の榎本さんによる論文
「道具使用による身体近傍空間の拡張における異方性の検討」
と山上による巻頭言が掲載されました。
昨年度から引き続き，研究法 1 ， 2 の授業において，授業
日（木曜日）の 0 時までに発表者は発表用資料（ハンドアウ
ト）を PDF 化して，研究室メンバーが共通にアクセスでき
るクラウドサービスにアップロードすることを求めました。
研究室メンバーは全員，木曜日の13時までにはアップロード
された資料に必ず目を通すこと，そしてちゃんと読んだこと
は Twitter で宣言することを必須とするものです。昨年度
に比べて，このシステムの活用水準が高度化し，授業への積
極的参加が強まったと考えられます。
なお 9 月 1 日，人間科学部長就任にともない，学生・院生
が山上の所在を把握することが困難になってきたため，山上
が11号館研究室に在室しているかどうかをインタネットから
確認できるような「ウエッブ在不在表示システム」の稼働を
開始しました。
諸活動
山上精次（2013）．「心理測定」から「基礎実験 2 」へ
（ 1 ），Annals of Yamagami Laboratory, 4, 1 -3.
榎本玲子・山上精次 （2013）． 道具の使用方向が身体表象
の変容に与える影響についての検討，日本基礎心理学会第32
回大会 , p.50.
大岡駿介・榎本玲子・山上精次（2014）．場面の特性が欺
瞞性認知に与える影響，日本心理学会第78回大会発表論文
集， 2 PM- 1 -031.
石黒良和・榎本玲子・山上精次（2014）．幼児における感
情的役割取得と対人的問題解決が向社会性に及ぼす影響，日
本心理学会第78回大会発表論文集， 3 AM- 2 -017.
学校法人専修大学 評議員，理事
社団法人日本心理学会 理事，学術大会委員会・運営小委
員会委員
日本基礎心理学会 常務理事・編集委員長
独立行政法人大学評価・学位授与機構 文学・神学専門委
員会心理学部会委員
吉田研究室（発達臨床心理学）
私たちの研究室では，本来は臨床的な課題に関して発達心
理学の観点から研究することを念頭に置いています。しか
し，臨床を実際に絡めて研究することには時間と研究倫理上
の困難が伴うため，無理のない範囲で，発達の観点をいれな
がら，それぞれが研究を進めています。26年度の構成メンバ
ーは，大学院 1 年生 2 名， 2 年生 2 名，学部 4 年生 7 名（ 1
名留学中）， 3 年生 5 名です。大学院 2 年生は，修論研究を
進めています。研究テーマのキーワードは，心理療法の効
果，ネットワークメタ分析，被援助志向性，認知バイアスで
す。 4 年生は，卒論研究を進めています。研究テーマのキー
ワードは，容貌劣等感，自己受容，運動時のあがり，親の養
育態度，自尊心，自立，依存，自己開示など，さまざまで
す。よい研究がまとまることを期待しています。
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諸活動
吉田弘道（2013）．育児不安尺度の作成に関する研究：そ
の 3 ー 3 歳児，および， 4 歳児の母親用モデル，小児保健研
究，72，780－788
吉田弘道（2014）．小特集　子育て支援と乳幼児の遊び－
心理学の立場から，子育て支援と心理臨床，8,　69-74．
吉田弘道・山中龍宏・太田百合子・巷野悟郎・山口規容
子・牛島廣治（2014），育児不安尺度の作成に関する研究－
因子間相関について－，専修人間科学論集心理学篇， 4 ，
39-44.
帆足英一監修，諏訪きぬ・吉田弘道・帆足暁子・大橋愛
子・西　智子編（2014）．実践保育学，日本小児医事出版
社，東京（担当箇所，「アタッチメント」ｐ56，「自我の芽生
え」ｐ74，「感情発達」ｐ92，「『わたし』であることの誇ら
しさ」ｐ110，「社会的自我の発達」p128，「協調と自立」ｐ
146，「発達の最近接領域」p164， 5 章 3 節「乳幼児の発達
の見かた」ｐ248－264）
吉田弘道（2014）．子どものこころ，こころの発達とは何
か，中村和彦編著，子どものこころの医学， 2 －11，金芳
堂，京都
吉田弘道（2014）．第 6 章　こころ，第 1 節　こころの誕
生，第 2 節　子どものこころと健康，第 3 節　親子とここ
ろ，　第 4 節　社会性とこころ，第 5 節　思春期とこころ，
第 7 章　遊び，第 1 節　遊びの意義，第 2 節　遊びの発達，
第 3 節　遊びの現状，衛藤隆，近藤洋子，杉田克生，村田光
範編　新しい時代の子どもの保健，111－127,136－143，日
本小児医事出版，東京
吉田弘道（2014）．食を通じた心のケア，向井美惠，井上
美津子，安井利一，眞木吉信，深井穫博，上田耕一郎編，健
康寿命の延伸をめざした口腔機能への気づきと支援，ライフ
ステージごとの機能を守り育てる，58－63，医歯薬出版株式
会社，東京
吉田弘道（2014）．ワークショップ，親面接の諸問題，日
本心理臨床学会第33回春季大会，大分大学
亀口憲治・高橋幸市・滝口俊子・馬場禮子・繁多進・吉田
弘道企画，臨床心理士子育て支援合同委員会共催（2014）シ
ンポジウム　子ども・子育て新制度　心理臨床家は何ができ
るか，日本心理臨床学会第33回秋季大会，パシフィコ横浜．
臨床心理士子育て支援合同委員会主催（2014）第10回子育
て支援講座，講師，実行委員長　神戸文化ホール．
日本臨床心理士会，保育臨床専門部会（2014）．第 7 回保
育心理研修会，実行委員長，東京ビッグサイト．
日本小児精神神経学会代議員
日本小児保健協会　機関誌「小児保健研究」編集委員
日本小児保健協会　小児科・小児歯科保健検討委員会委員
日本臨床心理士資格認定協会・日本心理臨床学会・日本臨
床心理会による臨床心理士子育て支援合同委員会委員
日本臨床心理士会代議員（全国区），保育臨床専門部会委
員
川崎市子ども・子育て会議委員
Ⅰ．本年度開催行事
4 月19日～20日　第 8 回 心理学科フレッシュマンキャン
プ　於　専修大学伊勢原セミナーハウス
平成19年に最初のフレッシュマンキャンプを開催して以
来，毎年 4 月に主に 1 年生の懇親を目的として継続して開催
してきた。新入生と学科の専任教員の全員が参加し，学部 2
～ 4 年生の実行委員も含めて相互に交流する学科公式行事で
ある。例年どおり，実行委員が中心に企画をたて，当日の進
行を行った。当日は，新入生たちも大いに楽しんだようで，
親睦を深めるための有意義な二日間となった。
Ⅲ．卒業論文題目
平成26年度は59名の学生が卒業論文を提出しました（平成
26年12月15日締切）。すべてのものについて単位が認められ
ました。以下に学生氏名と論文題目（指導教員名）を記しま
す。
日比龍之介　社交不安障害の未治療期間についての一考察　
―メンタルヘルスリテラシーの観点から―（長田）
古谷　彩乃　記憶成績と事象関連電位を指標とした顔情報処
理の研究（石金）
大倉みなみ　視野上の呈示位置が顔のパーツの視覚情報処理
に及ぼす影響　―自称関連電位を指標として―（石金）
高橋　史枝　親密な二者間関係における精神的暴力に及ぼす
諸要因（越智）
中村　菜月　サイコパス傾向者による認知バイアスの特徴
（越智）
鈴木　菜摘　自己開示と親和動機および精神的健康の関連
（村松）
松崎みどり　拡大刺激に対する初期視覚系の応答バイアスと
逃避行動（石金）
平田　真依　青年期における友人関係で自己呈示と自己愛傾
向の関連性について　―質問紙法とロールシャッハ・テス
トを用いて―（藤岡）
大髙　実奈　痴漢被害を誘発する女性の外見的特徴及び痴漢
被害の類型（越智）
山中　美樹　大量殺人傾向に影響を与える諸要因　―環境・
性格要因とビデオゲームの観点から―（越智）
佐藤　志帆　青年期における劣等感の反応行動に関連する諸
要因（吉田）
武智美乃里　出席前診断とダウン症児の出席に対する大学生
の意識と変化（河野）
市田　悠子　望ましくない状況からの立ち直りに関する研究
（村松）
松岡寿々加　共感性及び援助規範意識が青年期における友人
との付き合い方に及す影響　―質問紙法とロールシャッ
ハ・テストを用いて―（藤岡）
前山　愛実　ADHD 児・ASD 児・「気になる子」と CU 特
性の関連　―小・中学校の教師から見て―（長田）
近藤　彩絵　青年心理と家族機能との関連　―量的・質的側
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面から―（村松）
高橋美和子　小中学生の CU 特性の疫学調査及び発達障がい
との関連について（長田）
吉野　優希　ポジティブな認知と抑うつの関連　―適応的ス
キーマと非適応的スキーマに着目して―（大久保）
小原　瑞貴　同調行動による反社会的行動生起メカニズムの
検討　―計画的行動理論枠組みによるいじめ生起過程の理
解―（下斗米）
小野田美紀　やせ願望が身体刺激の知覚に与える影響（石
金）
若林　　歩　共感性及び援助規範意識が青年期における友人
とのつきあい方に及ぼす影響　―質問紙法とロールシャッ
ハ・テストを用いて―（藤岡）
並木　規衣　語表記の親近性と一致性が文字錯合に及ぼす影
響（中沢）
大場　千明　異性の存在がステレオタイプに関連した運動パ
フォーマンスに及ぼす影響（大久保）
居村　沙紀　適応的ストレスコーピングの生起モデルに関す
る研究：ソーシャルスキルと退陣不安の関連性の検討（下
斗米）
齊藤　幸恵　様々な無関連聴覚刺激による記憶の符号化への
影響（中沢）
河村　　幸　父母関係に対する子どもの認知における攻撃性
とソーシャル・サポートの関連（村松）
齊藤　夏希　睡眠における注意訓練の効果（国里）
猪田茉莉花　母親の養育態度が自尊心及び親和動機に与える
影響について（吉田）
永井みどり　殺人事件における犯行日と凶器の選択に影響を
及ぼす諸要因（越智）
鈴木　詩歩　親の養育態度が青年の心理的自立および友人へ
の依存性に影響しているかについて（吉田）
柿沢　千明　友人関係における親友の独自性の探索的研究：
かけがえのなさ観の観点からの検討（下斗米）
安井　愛香　大学生の自己開示と自己受容および信頼感の関
連（吉田）
飯沼　英香　迷信行動の獲得に与える結果事象の持続時間と
正負極性の影響の検討（澤）
伊藤　夏野　大学生の抑うつに対するパーソナリティ傾向と
家族の感情表出（Expressed Emotion）の関連（長田）
橋本　菜摘　サンクコスト効果に対して先行投資された時間
が与える影響（澤）
矢吹　美帆　マウスの視運動反応を指標とした運動残効の検
出（石金）
小野　　茜　幼児期の行動特徴からパーソナリティ特性への
発現に関する研究（長田）
菅原　早紀　向上心とあきらめの均衡性が精神的健康に及ぼ
す影響について　～適応的な自己受容の理解に向けて～
（下斗米）
水戸　英一　摂食障害傾向が両眼視野闘争における身体画像
知覚に与える影響（石金）
角田　理人　内・外集団バイアスに及ぼすソーシャルアイデ
ンティティ・プライミング効果　ナショナリズムの高揚に
よる偏見・差別の発生過程の理解にむけて（下斗米）
山崎　康平　ランダム性が高いほど時間は短くなるのは本当
か？　予測が外れる刺激とランダムな刺激による検証（中
沢）
鈴木　貴之　プロスポーツにおける強豪チームと弱小チーム
のファン心理の比較（澤）
湯　　泰彦　高齢者による殺人の特徴と分類（越智）
石井　雄太　大学生の携帯電話の使用と友人関係について　
－自己愛の視点から－（村松）
川澄　優太　いじめ場面における共感性と援助介入行動との
関連（村松）
古川　颯人　マインドワンダリングと創造性の研究（国里）
神馬　大樹　Stan における MDS（岡田）
渡部　優輝　周辺図形が同オブジェクト効果に及ぼす促進作
用について（中沢）
江幡　直樹　友人関係段階間における親密化意向と理想視の
連関・乖離の推移について（下斗米）
渡邉　　匠　風景構成法のアイテムと付加物について性格テ
ストとの数量比較　－エゴグラム・タイプテストとの関連
－（高田）
田中　利夫　基準率課題における等確率性を仮定させる要因
の検討（大久保）
新垣　健太　共感性とパーソナリティの関連について（長
田）
畑中　勇人　マインドワンダリングとマインドフルネス特性
との関係性の研究（国里）
大西　大夢　運動競技時における「あがり」と性格特性が日
常の「あがり」に及ぼす影響について（吉田）
井口　大輔　ギャンブル課題に対する過正当化効果の影響と
衝動性特性が及ぼす効果（澤）
大島　佑介　鏡による嘘の抑制（大久保）
市川　　聖　学習性無力感に対して原因帰属スタイルと知能
観が及ぼす影響（澤）
井上　祐輔　風景構成法の効果研究（高田）
海野　秀真　一流アスリートにおける心理学的考察とその研
究（高田）
Ⅳ．優秀卒業論文
　次の 3 名の卒業論文が優秀卒業論文に選出されました。心
理学研究室として賞状を贈呈し、栄誉を永く讃えます。
　
　HP23-0009　松崎みどり（指導教員：石金浩史）
　HP23-0034　小野田美紀（指導教員：石金浩史）
　HP23-0072　矢吹　美帆（指導教員：石金浩史）
Ⅴ．修士論文題目
　平成26年は、 9 名の学生が修士論文を提出し（平成26年 1
月10日提出締め切り）、論集審査と口述試験に合格し、修士
（心理学）の学位を授与されました。以下に学生氏名と論文
題目（主・副指導教員名）を記します。
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伊藤　由貴　大学生の逸脱行為に関する研究（村松・下斗
米）
日下　結子　風景構成法の色彩過程と気分変化に関する研究
―マンダラ塗り絵彩色との関係―（高田・中沢）
高崎　優和　聴き手の態度が高社会的行動と内的要因に与え
る影響について（村松・澤）
下地　里枝　自閉症スペクトラム障害を抱える人に対する大
学生の認識・行動の特徴
松岡　郁衣　抑うつの生起課程における重要他者に対する再
確認傾向と拒絶感受性の関連について（藤岡・大久保）
波田野優花　成人うつを対象としたコンピューター認知行動
療法（OCBT）の臨床効果　－効果量の有効性の検証とネ
ットワークメタ分析－（吉田・岡田）
鈴木　彩夏　妬み感情に対する情動制御の効果　－Gross の
情動制御プロセスモデルを用いて－（国里・下斗米）
三浦　範子　SNS の利用がメンタルヘルスに及ぼす影響
（長田・中沢）
片平　智子　問題状況に対する認知バイアスが被援助志向性
に与える影響（吉田・山上）
吉田　拓真　ドパミンアゴニストによる衝動的行動と罰の処
理との関連（澤・石金）
Ⅵ．修士論文研究優秀ポスター発表
　平成27年 1 月23日から28日までの期間、修士論文研究のポ
スター発表が行われ、以下の 2 名のポスター発表が優れてい
ると認められました。
最優秀賞
　ML13-7008F　鈴木　彩夏
 （主指導：国里愛彦、副指導：下斗米淳）
優秀賞　
　ML13-7007H　波田野優花
 （主指導：吉田弘道、副指導：岡田謙介）
Ⅶ．研究室専任教員異動
　平成26年度は異動はございませんでした。次頁に、これま
での研究室専任構成員の在職歴を表に示します。
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